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世 に名曲 と呼 ばれ るものの中 で、ヘ ンデル作曲の この ィサ イア こそ真 に名曲中の名曲 と言ぇ ま

しょう。 この曲 は聖 書 を題材 に し、 1日 約聖 書 の予言 には じま り、新約聖 書 の キ リス トの降誕 、受

難 、復活お よび永遠 の光 栄 に至 る記述 を、三 部六十 曲 に作 曲 した影大 な音楽 劇 ですЭ この ょうな

音楽 劇 を
｀`
オラ トリオ

′′
(日 本訳 で聖 ご章曲 )と 呼 び、 オペ ラ (歌 劇 )の よ うな舞 台装 置や演技 を

伴 なわず、オー ケ ス トラ、独唱 、合唱 と多彩 を内容 を もって音楽 会形式 で行 なわれ るのが特長 です
=

ジョー ジ・ フ レデ リック・ヘ ンデルは、1865年 2月 13日 に、 ドイツのサ クソニーのハ レルに生

まれ ま した。 幼少 の頃 か ら音楽 的 オ能 を現 わ してオー ガニ ス としての道 を歩 きは じめ ま したが、

17オ の時法律家 になるためハ レルの大学 に入学 しま した。 処 が音楽 へ の情 熱 は捨 て難 く作曲 に専

念す るようにを り、1703年 、当時 ドイツオペ ラの中心地 であったハ ンブル グに移 住 し、 ここで本

格自りな音楽

'舌

重力を始 め ま した。 イ皮と同年 に」二ま才したバ ッハが ライフ
°
チ ッヒを本オ処に ドイ ンヽで

｀

'舌

重カ

したのに反 し、′、ンデルは 1710年 イギ l'ス に渡 リイギ リスで活曜 し、 1726年 つ いに イギ リスに帰

化 しま した。 メサ イアの原語 が英語 で歌 われ るの もこの ため です。

ヘ ンデルが メサ イアの作 曲 をは じめ たのは1741年彼 が56オ の時 です。 この不減 の作品 が、 8月

22日 か ら 9月 14日 までの24日 間 に書 き llげ られ たこ とは真 に驚嘆 に価 します。 この期間彼 |よ 殆 ん

ど部 屋 を出ず、いつ も食事 を自分 の処 に運 ばせ ま した。女 中がおぼ ん を取 りに部 屋 にや って くる

時 、作 曲 に夢 中 にな り、食事 に手 もつ けず、感動 し、 ,戻 を流 して い るの を女 中は しば しば見 ま し

た。 彼 が この ように装麗 な コー ラスや 、私達 の心 を引 き上 げ るア リア (詠 唱 )や 、又身 に泌み る

よ うな管弦楽 の伴奏 を作 るこ との で きたのは、彼 が聖 書 の言葉 の真理 に深 く打 たれ たか らであ り

ます。 ヘ ンデルは後 に「私 がハ レルヤ コー ラ スを作曲 していた時 、 それ は丁度天 の間が私 の前 に

開かれ たようであった」 と書 いています。

1742年 8月 13日 アル ラン ドの主都 ダブ リンで彼 の指揮 の もとに慈善音楽 会 として初演 され て熱

狂的 な感激 を呼 び、翌年 晴れ て ロン ドンでの大 公演 とな りま したが、時 の イギ リス王 ジョー ジニ世

(此の方 は今 のエ リザベ ス女王 の八代前 の イギ リス王 で、かの有 名なエ リザベ ス女王 のお じい さ

んに当 られ る方)が行幸 され 、ハ レルヤの場 面 では感動 の余 り立上 り、 じっ とそれ が終 るまで立

ちつづ け られ ま した。 此 の世 の王 たち も、王 の王 、主 の主 、そ して永遠 に治め たま うメサ イアの

前 に頭 を垂 れ て立 たねばな らぬ とい う態度 で した。 以来 メサ イアが演奏 され てハ レルヤ まで くる

と聴 衆全員総 立 ちになって ここを聴 く習慣 になっています。

学院 の メサ イア も今年 で20回 を迎 えます。 中高生 の合唱 を主体 とし、学院 オーケ ス トラを もっ

て演奏 され るこの「 メサ イア」 は外国 で もその例 がない と激励 していただいたこ ともあ ります。

どうか学院 生徒 のかなで るメサ イアの清純 な美 しさに接 していただ き、私達:一 人一 人の心 の中 に

イエ スキ リス トを救 い主 とあがめ る聖 なる真心 をもって ク リスマ スを迎 えて下 さるよ う祈 ります。

(校 条武雄 )
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Program

fi (>>1t:-7) Overture

ア (テ ノール)Air_tenOr

もろもろの谷は高 くあげ られ、山 々は、低 くせ られん、 まがれ るは、 なお くせ

られ、 |す わ しきはた い らかに、 なお くせ られん。

プ ロ グ ラ ム

1.序

2.ア   リ

3.ア   リ

4.合 唱  Chorus

主エホバの御栄 光は、 あ らわれいでて、 人み な、 ともに拝 せん(エ ホバか くの

た まえり、 人み を、 ともに拝 せん。 こは、王 のみ ことば な りc,人 み な、 ともに拝

せん。

レ シ タ テ ィブ
・

(バ ス)RecitrBass

主エホバのたまう、やがてまた、 うちふるいて、天 と地 と国 々を動か さん、や

がてわれ、国々、もろ民、なべてふ るいて、世の願い しものは来 た らん、民の求

め し主 、誓いの使いは、その宮 にくだ りて来 たらん と。

6. ア    リ ア (バ ス)Air‐ Bass

主来 ます 日、み まえにいていて、誰 か よ く立 ちえんや、黄金 をば、ふ き涌 くる

日の ご とき、主 の前 に、誰 か よ く立 ちえん。

7.レ シ タ テ ィブ (ア ル ト)RecitrAlto

視 よ、乙女準みて子 を生 まん、その御名はエマ ヌエルと名付 け呼ばれん (、

8 :リ ア (ア ル ト)Air― A lto

唱  Chorus

喜 びのお とずれ を世 に告 ぐる者 よ、高 き山 にのばれや。 なが声 をあげ叫 けべ。

おそるなユ ダの町 に告 げよ、町 々に告 げ知 らせ よ、視 よ、 なが神来 ませ りと、み

お とずれ を告 ぐるもの よ、い ざ立てや、主 のみ いつ、み さか え、王 の光 は、 なが

うえに高 く照 りいでぬ。

9.ア   リ ア (バ ス)Air― Bass

くらきを歩 める民 は、大 い なる光 を見ん。死 の かげの地 に住 め る者の上 にぞ、

光照 らせ り。

lo。 合 唱  Chorus

世 に御子 をばた ま う、聖子 はあれ ま しぬ。世の祭事 はその かた にあ り、 その 名

は呼ばれん、「不思議 、代議者 、大能 の神、永遠 の父、平和の君」

ア

合

ア (テ ノール )Recitative_tenOr

やす し、わが民 な ぐさめ あれ と、主 エホバのた ま う、 な ぐさめ もて、民 に告 げ

よ、呼 ばわ りて、告 げ知 らせ よ。 …………



‖.田 園 交 響 曲 (シ シリア牧歌)Pastoral Symphony

!2.レ シ タ テ ィブ (ソ プラノ)RecitrSoprano

この地 に野宿 して、夜、羊の群 を見守る、牧者等のありしが、視よ、主の使い

彼等 に現われ、主 の御光、まわりを照 らしたれば、みな、いた くおそる。

13.レ シ タ テ ィブ (ツ プラ ノ)Reci← Soprano

御使い、語 り云 う、「おそるな、おおいなる喜びのおとずれをば、われは民 に伝

う、 ダビデの町 に、今日こよい、世の救主なるキリス ト、生 まれたまいぬ」

i4.レ シ タ テ ィブ (ソ フラノ)RecitrSoprano

忽 ち千 万の天使等、現れいでて、 Lを ばほめ歌 う。

:5。 合 唱  ChoruS

栄 光は、高 き主 にあれや、地 に平和 、め ぐみ、人にあれや。

休     憩

!ntermission

:6。 レ シ タ テ ィ ブ (ア ル ト)RecitrAlto

その とき、 日 しいの 日は開 らけ、耳 しいの耳 は聴 くことを得 ん、足 なえは鹿 の

ごと くとびは しり、小牛 の舌 は歌 を歌 わん。

17. フア   リ ア (ア ル |ヽ

。ノ`プラノ)Air― Alto and Soprano

牧者、主はその群 をば、め ぐみの 手もて、やす らに守 り、導 きたま う、主は小

羊 をたず
｀
さえて、いつ くしみ深 き、その御手に、いとやわ らかに、養いたまう。

疲れ しものよ、主に来れや、重荷 を去 りて、やすけきいこ t｀ を身にぞたまわん。

主の くびきはいとやす く、心は低 く、柔和 なれば、静けく、潔 きいこいをえん。

!8。 合 唱  Chorus

視 よ、神の小羊、世の罪 を除 かん。 世のつみ をの ぞかん。

19.ア   リ ア (ア ル ト)Air_A lto

王こそ、 げに世の人にあな どられて、捨 て られた まいぬ、悩 み と、悲 しみ、 な

べ て主は知 りた まえ り。 む ち打 つ者 に、 そのほほ をさけず打 たせ、つば きにて身

をそ しり、笑 う身 を笑 う者 に、顔 を向 け、 おおいた まわ ぎりき。

20. 合 畔ヨ Chorus

げにも世の悩 み、かな しみをば、主はとりて、身に負いつつ、世の罪、 とが、

不義のためにぞおのが血 を流 して、みずから、世のため、 こらしめをうけたまう。



2!.合

22.合

23.・合

24. フア    :プ

25。 レ シ タ テ イブ (テ ノール)RecitrTenor

天 に座するもの、かれ らは、口朝り笑いたまわん。

26. フア    :ノ

27.合

唱  ChOruS

うたれ し主の きず に、 われ ら癒 さる。

唱  Chorus

ひつ じの如 く迷 いて、 われ らおの おの己が道 をゆけ り。

唱  Chorus
かれ ヒエホバ をよ り頼 め り、 主喜べ ばかれ を助 けん。

ア (ツ プラ ノ)Air― SopranO

平和 と恵みの、 ょ きお とず れ をつ た えるものは、世 に うるわ しく、 尋:き かな .

ア (テ ノール )Air― Tenor

主ェホバは、 くろがねのつ えもて、彼等 を打 ちて、す えつ くりの うつ わの ご と

く、打 ちて、打 ちくだかん。

唱  ChoruS
ハ レルヤ .′

ハ レルヤ 。′全能の主、すべ た まえ り、 世の国 々は、主 とキ リス トの

国 となれ り、 11は 永遠 にすべ た まわん、主の主 、諸工の王 、ハ レルヤ .′
ハ レルヤ

28.  
・
ア     :プ

29。 合

30.合

ア (ソ プラ ノ)A ir― Soprano

tは 永遠 に生 きた ま う。 人の 世に、ふ たたび、米た りた まわん、主はふ たたび、

下 りた まいて、 われ らとともにぞ住 み た まわん、身 |よ 朽 ち果 つれ ど、わがた ま |ま 、

テ〕(遠 に、 御神 をばみ まつ らん、 王.イ エ スは、 夕EI二 勝 ちて甦 え りて、 日民1)し せノCDの

初穂 となりた ま う。

唱  ChoruS

人の世 に死 来た りぬ、 itの 死せ る もの に復活 も来たれ り〔,ア ダムによ りて、 人

み な死せ ど、 人み なキ リス トによ りて活 くべ し、 人み な活 くべ:し こ

唱  Chorus

世の罪 を負 いて、 |よ うられた るこ羊 よ、力 と富 と知恵 と恵 み と栄 光 と讃 美 とあ

れや。御座 に坐 す る尊 きこ羊 にぞ御 力 と栄 あれか し、永遠 の ご栄 光、御 力 と御栄

えあれか し、 ときわに、 か きわにあれや。

「アー メン」 Amen Chorus
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指  揮  者

独  口昌  者

テ ノー ル

磯 野   清
昭和 37年大阪音楽大学声楽科卒、 クリスチ ャン。
在学中よ りNHK大 阪放送合唱 団にて演 奏活動、

昭和 41年大阪音楽大学 に招 かれ、大放唱 を退 団、
母校 にて声楽、合唱 を指導 、声楽 を横井輝男 、浦
山弘三、本下保の諸氏 に師 事。今回は金城学院 メ

サ イア第五回 目の出演。

Mol・ ケ リ ー

1924年ベ ン シル バ ニ ア州 に生 れ る。

1949年 コ ロ ン ビア大学 卒 業 。 その 間 ジ ェ リア ー ド音 楽 大 学

及 び シ ン シナ テ ィ音 楽 大 学 で音 楽 教 育 学 を学 ぶ 。

フ レ ンチ ホ ル ンの 名 千。

1957年音 楽 宣 教 師 と して 来 日、 2年間 の [l本 語 学 校 を経 て

1959年 9月 金城 `学『完に ,赴 f■ 。 その 後 2回 それ ぞ れ―一ケ年 づ
｀

つ 休 暇 の た め帰 米 、一 昨年 9月 第 2回 目の 休 暇 を終 えて 着任

され た。 音楽 を通 じて伝 導 に専 念 され る。

ノ  `   ス

横 田 浩 和
東京芸術大学 声楽科 事業
オペ ラ「魔笛 」「こ うもり」「フ ィガロの糸占婚 〕他

数 多くの ソリス トと して出演 し、オラ トリオの ソ
リス トと して も「マ タイ受難曲 1の イエ スをは じ
め、モー ップル トの「 レクイエム 」「戴冠 ミサ」ベ
~卜 ~ベ ンの「ハ調 ミサ」「第 九 」などに出演´
昨年第 二|口 |「 リサ イタル 」を開催 した _

二期会会員、大阪音楽大学講師。

T回 は金城学院 メサ イア第二回 目の出演。

ツ プ ラ ノ

後 藤 紀 子

昭和42年 金城学院高等学校卒業。
昭和46年 国立音楽大学声楽科卒業。
現在名古屋音楽学校専任講師

指  導  者

合  唱

佐 藤 初 枝

金 城 学 院 教 諭

夕1  里予  測訳  '電ト

昭和42年 金城学院高等学校卒 業。

昭和46年 愛知 県立芸術大学声楽科卒 業。

現在大阪二期会会員

管 弦 楽

校 条 武 雄

金 城 学 院 教 諭

ア ル ト
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きょうダビデの町 に、

救主がお生れになった。

このかたこそ主 なるキ リス トで ある。
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あ

1 きよ しこの よる

す くいのみ子 は

ね む り た も う

班14 は ひ か り、

まぶ ね の 中 に

い と や す く。

2 きよしこのよる

まきび とた ちは

ぬ か ず き ぬ、

み 告 げ う け じ

み 子 の 御 前 に

か し こ み て。

3 きよしこのよる

め ぐみのみ代 の

か が 去P け り、

み 子 の 笑 み に

あ したの ひか り

ほ が  ら か に。

メ   ンア


